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陰の声－マリア・マルティネス・シエラ 
 














場合であれば、María de la O（彼女の場合はここまでがファーストネーム）Lejárraga García 
de Martínez Sierra となる。彼女は自分の意志で、マリア・マルティネス・シエラという名前
を使っていた1。マリアは長寿だったこともあり、かなりの数の作品を残している。戯曲だけで
も 51 作品、戯曲以外の小説、詩集、エッセイ、旅行ガイドブックなどが 44 作品、その他にも、
多くの翻訳をし、雑誌や新聞に記事を書いている2。発表した作品のうち、マリア・レハーラガ






                                                          
1  Augusto Martínez Olmedilla, ABC, 13-9-1931, en María Martínez Sierra, Ante la República: 
Conferencias y entrevistas (1931-1932), edición de Juan Aguilera Sastre, Logroño, Instituto de 
Estudios Riojanos , 2006.p.223. 
2 作品の数については研究書によって異なっているため、暫定的な数字である。 























カバジェーロ（Fernán Caballero, 本名 Celicia Böhl de Faber, 1796-1877）やカタルーニャの
作家ビクトル・カタラー（Víctor Català, 本名 Caterina Albert i Paradís, 1869-1966）などが
その例である。しかし、この時代にも、自然主義の作家として知られているエミリア・パルド・







                                                          
5 Patricia W. O’Connor, Mito y realidad de una dramaturga española:María Martínez Sierra, Logroño, 
Instituto de Estudios Riojanos, 2003,p.34. またマリアの友人で、政治家のインダレシオ・プリエトは作
品の五分の四はマリアが書いていたと述べる。Indalecio Prieto, “María :Una mujer excepcional”, Le 
Socialiste, 22-2-1962. 
6 Patricia W. O’Connor, Gregorio and María Martínez Sierra, Boston, Twayne Publishers, 1977, p.66. 
7 María Martínez Sierra, Una mujer por caminos de España, Ed. de Alda Blanco, Madrid, Editorial 















「グレゴリオ」・マルティネス・シエラの代表作『子守唄』は、1911 年 2 月にマドリードの
ラーラ劇場で初演されて以来、ロンドンやニューヨーク、パリでも上演されている8。これまで
に 4 度、映画化もされている。はじめは 1933 年にハリウッドで、次に 1941 年にアルゼンチ









                                                                                                                                                       
Castalia, 1989, p.55. 
8 ブランコによれば、1927 年ニューヨークのシビック・レパートリー劇場のプログラムには、原作者とし
てグレゴリオとマリアが連名であがっているという。María Martínez Sierra, Gregorio y yo : medio siglo 




3 -12-1930. O’Connor による引用。Patricia W.O’Connor, Mito y realidad de una dramaturga 
española:María Martínez Sierra, p.73. これは自分たちの作品の権利を他人から守ろうということの現れ
であり、マリアはグレゴリオの愛人カタリーナの存在を意識していたのだと思われる。 


















                                                          
9 Roberta Johnson, Gender and nation in the Spanish modernist novel, Vanderbilt University Press, 
Nashville, 2003. 
10 Patricia W. O’Connor, “A Spanish precursor to Women’s Lib:the heroine in Gregorio Martínez 
Sierra’s theater”, Hispania, Vol.55, No.4, Dec.1972, pp.865-872. 
11 Patricia W. O’Connor, Gregorio and María Martínez Sierra, Twayne Publishers, Boston, 1977. 
12 これらの手紙は家族からオコーナーの所属するシンシナティ大学に寄贈され、現在、「マルティネス・シエ
ラ・アーカイブ」として図書館に所蔵されている。ただし、すべての手紙が残っていたわけではなく、1915
年以前のもの、1931 年７月から 37 年３月まで、その後、37 年の４通の手紙をのぞくと、46 年 12 月までの
ものは含まれていない。これらの手紙をはじめて公にしたのは、グレゴリオ・マルティネス・シエラの劇作
品について博士論文を執筆したチェカ・プエルタであった。Julio Enrique Checa Puerta, Los teatros de 
Gregorio Martínez Sierra, Madrid, Fundación Universitaria Española, 1988.ただし、彼は発表に際して、
マリアの家族の許可を得ていなかった。オコーナーが家族の許可を取った上であらためて公にした。 
13 Patricia W.O’Connor, Mito y realidad de una dramaturga española:María Martínez Sierra, Logroño, 
Instituto de Estudios Riojanos, 2003.本書は Patricia W. O’Connor, Gregorio y María Martínez 





“Carta desde Buenos Aires, 24 de diciembre,1946”, en Patricia W.O’Connor, Mito y realidad de una 
dramaturga española, pp.301-302. 
15 このアーカイブは現在、アルマグロにある演劇博物館に保管されている。 
16 Sonia Núñez Puente, “Dos cartas inéditas de María Lejárraga dirigidas a Gregorio Martínez Sierra”, 
en Revista Signa 17, UNED, 2008, pp.283-291. 
17 ポートノフはツルゲーネフなどのロシア文学を翻訳し、グレゴリオが主宰していた出版社から出版して
いる。マリアは 1950 年 11 月にジョージの未亡人のコリスが住むアリゾナ州テンペを訪れている。ポート



























                                                                                                                                                       
ノフ夫妻とマリアの間の書簡を資料として、Laura Ann Hynes が著書を準備している。彼女はマリアの人
生を小説にして発表している。Laura Ann Hynes, Llevaré tu nombre, Madrid, Zócalo Editorial, 2002.  
18 Antonina Rodrigo, María Lejárraga:una mujer en la sombra, Madrid, Ediciones Vosa, 1994. 本書は
この他に、1992 年の Barcelona の Círculo de lectores から、2005 年に Madrid の Algaba Ediciones の
版があるが、本稿での引用は 1994 年版による。 
19 María Martínez Sierra, Una mujer por camino de España, Ed. de Alda Blanco, Madrid, Editorial 
Castalia, 1989, pp.254-255. 
20 Ibid., p.255. 
21 María Martínez Sierra, Gregorio y yo:medio siglo de colaboración, Pre-textos, Madrid, 2000. 
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オとマリアが分かち合ったまさに「穏やか」な時間の記憶である22。政治的な内容は皆無であ
るこの作品がスペインで発行出来なかったのは、マリアの第二共和国時代の政治活動ゆえであ

























                                                          
22「穏やかな時間」という言葉は、序章のタイトルとして残された。 
23 María Martínez Sierra, Una mujer por caminos de España:Recuerdos de propagandista,Losada, 
Buenos Aires,1952. 
24 María Martínez Sierra, Una mujer por caminos de España.の序文。 
25 以下、作品のタイトルは筆者による仮訳である。 
26 María Martínez Sierra, Gregorio y yo, p.75. 
27 Ibid., p.76. 












る。自らの劇団を結成し、1916 年から 24 年まで、マドリードの中心、プエルタ・デル・ソル
の近くのエスラバ劇場の主任監督を務めた。グレゴリオは多くの外国の作品を紹介するだけで
なく、スペイン人作家の前衛的な作品の上演にも踏み切った。当時、まだ二十歳そこそこのフェ














                                                          
28 Ibid., p.76. 
29 Patricia O’Connor ,Gregorio and María Martínez Sierra, p.38. 
30 この時代の女性劇作家については、Pilar Nieva de la Paz, Autoras dramaturgas españolas entre 1918 
y 1936, Madrid, CSIC, 1993.を参照。 
31 Patricia W. O’Connor, Mito y realidad de una dramaturga española, p.20.  



























                                                          
32 Frances Dogulas, “Gregorio Martínez Sierra : II. Stylist and Romantic Interpreter”, Hispania, Vol.6, 
No.1, Feb., 1923, p.1, 
33 María Martínez Sierra, Gregorio y yo, pp.76-77. 
34  María Martínez Sierra, Ante la república:Confrencias y entrevistas (1931-1932), Estudio 
introducatorio, edición y notas de Juan Aguilera Sastre, Logroño, Instituto de Estudios Riojanos,  
p.226. 
35 María Martínez Sierra, Gregorio y yo, p.77. 
36 この作品については、Patricia O’Connor, Mito y realidad de una dramaturga española, capítuloIX を
参照。 




























                                                          
37 マリアの母親は「スペイン女性教育連合」（Asociación para la enseñanza de la mujer）（1870 年にフェ
ルナンド・デ・カストロが創設した女子教育のための取り組み。）の授業に参加していた。この時期のスペ
イン女子教育については、拙稿「スペイン女子教育の進展-新しい教育とフェミニズムの担い手たち」『専
修大学人文科学研究所月報』221 号、2006 年１月号を参照。 
38 Ante la república, p.224. 
39 María Martínez Sierra, Una mujer por caminos de España,pp.79-80. 




























                                                          
40 Ibid., p.82. 
41『愛は先生』（Amor catedrático）では、主人公のテレサはずっと年上の大学教授と結婚する。 































                                                          
45 マリアは回想録では、カルロス・ナバーロ・ラマルカは含まれていない。記憶違いなのか、意図的には
ずしたのかは不明である。María Martínez Sierra, Gregorio y yo, p.277. 
46 Patricia O’Connor による引用。Gregorio and María Martínez Sierra, p.49. 
47 María de la O Lejárraga, “Instancia, Beca para la amplicación de Estudios en el Extranjero, 1930.”, 
en Isabel Lizarraga izcarra, María Lejárraga, pedágoda:Cuentos Breves y otros textos, Logroño, 




49 彼女の人生の旅については、Paloma Castañedas, Viajeras, Alderabán Ediciones, Madrid, 2003. 
pp.175-195 を参照。 




























                                                          
50 “cartas de Gregorio del año 1931”, Mito y realidad de una dramaturga española,.p.296. 
51 当時のキューバはスペイン領である。 
52 カタリニータの父親は、劇団の俳優、マヌエル・コジャードという説もある。Patricio O’Connor, Mito y 
realidad de una dramaturga esapañola, p.205 
53 Patricia O’Connor, Gregorio and María Martínez Sierra, p.65. 
54 1909 年のことである。おそらく、二人の関係が深まっていたころだと思われる。María Matrtínez 
Sierra,Gregorio y yo, pp.332-333.  
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はグレゴリオに手料理を振る舞った。二人の間は決定的に決裂したわけではなく、少なくとも
仕事上の関係は続いた。それは、晩年に至るまで彼ら二人の間でかわされた書簡からも明らか































サだった。Antonina Rodrigo, María Lejárraga una mujer en la sombra, p.109. 当時、カタリーナはディ
アス・デ・メンドーサとマリア・ゲレーロ夫妻が主宰する劇団の女優だった。 
























メキシコを経て、ブエノス・アイレスへと向かう。そこでマリアは 1974 年 6 月 28 日、100 歳
を迎える数ヶ月前に老人施設で静かに息を引き取った。 
 
                                                          
57 マリアはカタリーナとグレゴリオの関係について、友人で作曲家のマヌエル・デ・ファジャや文学者ファ
ン・ラモン・ヒメネスに相談している。例えば、1916 年３月８日付けのマヌエル・デ・ファジャへの手紙。 
Antonina Rodrigo による引用,  María Léjarraga：una mujer en la sombra, pp.172-3. 
58 グレゴリオはカタリーナを La Bárcena（バルセナ）と呼び、マリアはファジャなどに宛てた相談の手
紙では La madame（あのマダム）と呼んでいる。 
59 当初はスペインでの映画化が目指されていたが、内戦の勃発により、計画は頓挫した。Patricia W. 
O’Connor, Gregorio and María Martínez Sierra, p.37. 









1905 年に留学先のパリで着想を得た『君が平安』（Tú eres la paz）という長編小説を執筆す
る60。ちょうど、これは、夫のグレゴリオが女優カタリーナ・バルセナと出会った時期と一致


















                                                          
60 Gregorio Martínez Sierra, Tú eres la paz, Colección austral, Madrid,1965.この作品は Unamuno の
Paz en la guerra,  Valle Inclán の Sonata del otoño に影響を受けている。この作品のタイトルをつけた
のは、友人の文学者、Juan Ramón Jiménez である。María による前書き。同書。p.8. 
61 当初は『母性』（Maternidad）というタイトルだったが、フランスの作家ユーゼーヌ・ブリウが既にそ
のタイトルを使っていたので、『子守唄』というタイトルになった。Gregorio y yo, p.345. 
62 シエルラ作、永田貫定訳『子守唄』岩波書店、昭和２年。 





















                                                          




64 ノーベル賞受賞のエチェガライ（1904 年受賞）作品は２作品、14 演出、ベナベンテ（1922 年受賞）が
６作品、12 演出、人気作家のキンテーロ兄弟のものが、６作品、39 演出なのに対して、マルティネス・シ
エラのものは９作品、114 演出で、抜きん出ている。William V.Jackson, “Modern Spanish Plays Produced 
in the United States, 1900-1947”, Hispania, Vol.33, No.2, May, 1950,pp.140-143.  




66 この点については、Juan Aguilera Sastre(ed.), María Martínez Sierra:Feminismo y música ,Instituto 
de Estudios Riojanos, Logroño, 2008.を参照。 
67 ただし、これは、当時、グレゴリオの健康がかなり悪化していて、死亡したという噂が飛び交ったとい

































                                                          
70 『女性』（La Mujer, 1922 年）、『悪魔の時』（La hora del diablo, 1925 年）、『三角関係 』（Triángulo, 1930
年）、それに『魔力』（Sortilegio, 1930 年）など。Patricia O’Connor, “Sortilegio de amor y los trágicos 
triángulos en la vida y obra de María Martínez Sierra”,  en Juan Aguilera Sastre,María Matínez 
Sierra y la República;Ilusión y compromiso, p.18. 
71 Patricia O’Connor, “A Spanish Precursor to Women’s Lib:The heroines in Martínez Sierra’s Theater”, 
Hispania, Vol.55, No.4, Dec.1972, p.866, 
72 この世代の女性たちについては、Shirley Mangini, Las modernas de Madrid, Ediciones Península, 
Barcelona, 2001 を参照。 
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４ 女性たちに 
 
1916 年から 32 年までに、「グレゴリオ」は女性にむけてのメッセージを書簡という形で 3
編発表している。1916 年の『スペイン女性への手紙』1917 年『フェミニズム、女性性、スペ





















を開催する。その講演録が『共和国を前にしたスペイン女性』（Mujer española ante la 
república）というタイトルで発表された。この本はマリア・マルティネス・シエラの名前で出





Alda  Blanco, “Feminist Essay of María Martínez Sierra”, Kathleen M.Glenn, Mercedes Mazquiarán 
de Rodríguez (eds.), Spanish women writers and the essay,University of Missouri Press, Missouri, 
p.79. 






























                                                          
75  María Martínez Sierra, Ante la república:conferencias y entrevistas (1931-1932) Estudio 
introductorio , edición y notas de Juan Aguilera Sastre, p.125. 
76 María Martínez Sierra, Ante la república, p.58 
77 Alda Blanco, A las mujeres, p.96.  
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茶会、コンサートだった81。1932 年 6 月の時点で、600 名の会員数がいて、さらに増加してい










                                                          
78 1926 年から 36 年まで活動していた女性クラブで、中産階級の女性たちが集い、学び、交流をする文化
サロン。政治的には決して急進的ではなかったが、保守派からは反発をかった。リセウム・クラブについ
ては、拙稿「スペイン女子教育の進展—新しい教育とフェミニズムの担い手たち」『専修大学人文科学研究
所月報』 221 号、2006 年１月号、35〜38 頁を参照。 
79 この時代の女性組織を研究したファゴアガによれば、この組織の前身は「スペイン女性連合」（La Unión 
de Mujeres de España）だというが、確証は得られていない。Concha Fagoaga, La voz y el voto de las 
mujeres :El sufragismo en España 1877-1931, Barcelona, Icaria, 1985, pp.139-141. 
80 Juan Aguilera Sastre(ed.), María Martínez Sierra:Feminismo y música p.116. 
81 “Acrividades de la Cívica”, en Ibid. , pp.125-141. 
82 Juan del Sarto, “ La Asociación Femenina de Educación Cívica”, en Crónica, 19-6-1932, Juan 
Aguilera Sastre(ed.),María Martínez  Sierra:Feminismo y música,p.114. 
83この組織については、拙稿「スペイン女性全国連合—スペイン発の女性権利獲得運動—」『紀尾井史学』
13 号、1993 年を参照。 






























                                                          
84 María Martínez Sierra, Una mujer por caminos de España, pp.124-125. 
85 詳細は Concha Fagoaga, La voz y el voto de las mujeres:El sufragismo en España 1877-1931, 
pp.159-161.を参照。 
86 María Martínez Sierra, Una mujer por camino de España, p.257.  





























                                                          
87 パシオナリアの異名でも知られる共産党のシンボル的存在にまでなった政治家。 
88 社会労働党の政治家。マリアとは仲のよい友人だった。 
89 August Martínez Olmedilla, Arriba el telón , Aguilar, Madrid, 1962, p. 249. オコーナーによる引用。
Patricia O’Connor, “María Martínez Sierra en sus espejos: Reflejos de una vida”, en Juan Aguilera 
Sastre(ed.), María Martínez Sierra: Feminismo y Música, p.22. 





























                                                          
90 Antonina Rodrigo, María Lejárraga に引用されている Magda Donato への手紙。p.323. 
91 Ibid., pp.323-4. 
92 Patricia O’Connor, Gregorio and María Martínez Sierra, p.60. 
93 Ibid, p.60. 
94 その証拠にグレゴリオ・マルティネス・シエラの作品は現在ではほぼ絶版となっている。マルティネス・
シエラの作品を書店で検索してもらうと、マリアが書いた回想録やマリアに関する研究書のみが出てくる。 






















本稿は 2006 年度専修大学研究助成『第二共和国下の女性』の研究成果の一部である。 
 
                                                          
95 Shirley Mangini, Las modernas de Madrid. 
